
 

 

 

多文化共生フォーラムの開催について 
 

 

日本人住民と外国人住民が共に生き生きと暮らす社会について地域全体で考える多文化共

生フォーラムを下記により開催します。 

 

記 

 

１．日 時  令和２年１１月１０日（火）１４：３０～１５：５０ 

 

２．会 場  石川県地場産業振興センター新館 ２階 第１０研修室 

        （石川県金沢市鞍月２－１） 

 

３．内  容  講演：技能実習生に着目した多文化共生の地域づくり 

           ～宮城県の取り組みから～ 

        講師：大泉 貴広 氏 

           （宮城県国際化協会 総括マネージャー） 

          

４．参 加 費  無料 

 

５．定  員  ４０名（先着順） 

 

６．申込方法等 

 （１）申込方法：電話、FAX、メール 

              （FAX、メールの場合はチラシ裏面の参加申込書を下記申込先へ送付） 

 

（２）申 込 先：石川県観光戦略推進部国際交流課 

         TEL: 076-225-1381 FAX: 076-225-1383 

         E-mail: e200500@pref.ishikawa.lg.jp 

 

 （３）申込締切：令和２年１１月４日（水） 

 

資 料 提 供  

令和２年１０月２６日  

国際交流課 多文化共生Ｇ 

外線:225-1381(内 3974) 

 

mailto:e200500@pref.ishikawa.lg.jp


入場無料
定員40名

日本人住民と外国人住民が共に生き生きと暮らす社会について

地域全体で考えるために多文化共生フォーラムを開催します。

参加申込：電話、FAX、メールいずれかの方法によりお申込みく
ださい。FAX、メールの場合は裏面参加申込書をご送付ください。
連絡先：石川県国際交流課

TEL：076-225-1381 FAX：076-225-1383
E-mail： e200500@pref.ishikawa.lg.jp

締切：令和2年11月4日(水)

※新型コロナウイルス感染拡大状況により、オンラインでの講演
となる場合があります。

会場：石川県地場産業振興センター新館２階第１０研修室
主催：石川県

国内外の教育機関や公的機関で日本語教育に従事した
後、(財)宮城県国際交流協会(現(公財)宮城県国際化協
会)に勤務。

地域日本語教育推進事業、外国籍児童生徒支援事業、
技能実習生と地域との関係づくり促進事業の企画・運営
などを通して、宮城の多文化共生推進に努めている。

技能実習生に着目した多文化共生の地域づくり
～宮城の取り組みから～

石川県の県内の外国人住民数は16,474人（R1.12時点）と、過去最多となり
ました。
なかでも県内の技能実習生の数は6,286人と、5年間で2倍以上になっており、
今後も増加することが見込まれています。

その一方で、技能実習生たちは職場以外での交流を持つ機会が限られて
おり、その実態を知らないという方は多いのではないでしょうか。

このような中で、外国人技能実習生と地域との交流方法等について実際の
活動に基づいたお話を聞いて、皆さまの地域ではどのような取り組みができ
るか考えてみませんか。

講師：大泉 貴広 氏
（宮城県国際化協会 総括マネージャー）

テーマ：
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アクセス

タクシー
JR金沢駅金沢港口（西口）

より約10分

北鉄バス JR金沢駅金沢港口（西口）

より約20分

金沢駅金沢港口（西口）

6番乗り場「工業試験場

行」または「消費生活支援

ｾﾝﾀｰ行」乗車

「工業試験場」下車

石川県地場産業振興センター 住所：〒920-8203 石川県金沢市鞍月2-1

多文化共生フォーラム参加申込書

名前(ふりがな) ご所属又はお住まいの市町名 電話番号

名前(ふりがな) ご所属又はお住まいの市町名 電話番号

名前(ふりがな) ご所属又はお住まいの市町名 電話番号

名前(ふりがな) ご所属又はお住まいの市町名 電話番号

会場（新館２階第1０研修室）

金沢駅


